
 

持続可能な開発目標（SDGs）について 

 

１ 持続可能な開発目標（SDGs）とは 

2015年9月にニューヨーク国連本部において「国連持続可能な

開発サミット」が開催され、150を超える加盟国首脳の参加のもと、

その成果文書として、「我々の世界を変革する：持続可能な開発

のための2030アジェンダ」が採択された。 

アジェンダが人間、地球および繁栄のための行動計画として掲

げた目標が、「ミレニアム開発目標（MDGs）」の後継であり、17

の目標と169のターゲットからなる「持続可能な開発目標（SDGs）」である。 

なお、2015年で期限切れとなった「ミレニアム開発目標（MDGs）」が開発途上国での目標を中

心としたのに対し、「持続可能な開発目標（SDGs）」は先進国での取組と責務にも言及している。 

 

２ 持続可能な開発目標（SDGs）における17の目標 

目標１：あらゆる場所で、あらゆる形態の貧困に終止符を打つ 

目標２：飢餓に終止符を打ち、食料の安定確保と栄養状態の改善を達成するとともに、

持続可能な農業を推進する 

目標３：あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を推進する 

目標４：すべての人々に包摂的かつ公平で質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促

進する 

目標５：ジェンダーの平等を達成し、すべての女性と女児のエンパワーメントを図る 

目標６：すべての人々に水と衛生へのアクセスと持続可能な管理を確保する 

目標７：すべての人々に手ごろで信頼でき、持続可能かつ近代的なエネルギーへのアク

セスを確保する 

目標８：すべての人々のための持続的、包摂的かつ持続可能な経済成長、生産的な完全

雇用およびディーセント・ワークを推進する 

目標９：レジリエントなインフラを整備し、包摂的で持続可能な産業化を推進するとと

もに、イノベーションの拡大を図る 

目標 10：国内および国家間の不平等を是正する 

目標 11：都市と人間の居住地を包摂的、安全、レジリエントかつ持続可能にする 

目標 12：持続可能な消費と生産のパターンを確保する 

目標 13：気候変動とその影響に立ち向かうため、緊急対策を取る 

目標 14：海洋と海洋資源を持続可能な開発に向けて保全し、持続可能な形で利用する 

目標 15：陸上生態系の保護、回復および持続可能な利用の推進、森林の持続可能な管理、

砂漠化への対処、土地

劣化の阻止および逆転、

ならびに生物多様性損

失の阻止を図る 

目標 16：持続可能な開発に向け

て平和で包摂的な社会

を 推 進 し 、 す べ て の

人々に司法へのアクセ

スを提供するとともに、

あらゆるレベルにおい

て効果的で責任ある包

摂的な制度を構築する 
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目標 17：持続可能な開発に向けて実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを

活性化する 

（国際連合広報センターＨＰより作成） 

 

３ 世界の動き 

(1)  2015 年にＳＤＧｓを掲げた 2030 アジェンダと地球温暖化対策の国際的枠組

み「パリ協定」が締結された後、世界ではＣＯ２排出量を限りなくゼロにする

動きが始まっている。 
 
・「Ｇｏｏｇｌｅ」社は 2017 年に同社が世界で消費している電力を 100％再生可能エネ

ルギーで賄える見通しであることを発表（2016 年 12 月） 
・「Ａｐｐｌｅ」社は、同社向けの製造活動のすべてを再生可能エネルギーで賄う方針

であり、自社と製造協力企業の合計で、2018 年末までに年間 25 億キロワット時の再
生可能エネルギーを生み出す目標を掲げている。 

 

(2)  フランスでは、低炭素社会への移行を推進するためのエネルギー移行法が制

定され、運用会社や保険会社等の機関投資家に対して、ＥＳＧ（環境、社会、

ガバナンス）や低炭素投資に関する情報開示を義務化した（2015 年 8 月）。 

  ⇒ 今後は、環境分野も重要な投資情報の１つとなっていくことが予測される。 

 

(3)  企業の中には、自社製品やサービスを通じてＳＤＧｓの達成に貢献すること

が、企業価値を高めることにつながるとの認識が広がっており、例えば、   

㈱ＬＩＸＩＬ（リクシル）は、少ない水で流せて排泄物からの臭気や虫を遮断

できる安価（数ドル程度）な簡易式トイレを開発し、アフリカや南アジアでの

普及を図っている。 

 

４ 県としての取組方針 

（１）今年度は、次期基本構想の検討をスタートする年であることから、ＳＤＧｓ

に埋め込まれた理念や目標の考え方を１つの拠り所として、滋賀を明るく、持

続可能にするために、県民の皆さんに共感いただけるような将来ビジョンを検

討していく。 

 

（２）ＳＤＧｓの 17の目標と 169のターゲットは相互に独立しているものではなく、

すべての目標に相関関係がある。この不可分性に着目し、今後、政策のブラッ

シュアップや新たな政策の創造につなげていくためのツールとして活用してい

く。 

 
６月１日に開催いたしましたシンポジウムでは、経済

活動や暮らしの中で、様々な立場の皆さんがそれぞれの
立場でＳＤＧｓに取り組むことの意義が確認され、県民
の皆さんの関心の高さを感じることができました。 
また、国連のトーマス・ガス氏は、打出中学校を訪問

され、次の世代を担う生徒たちに、世界はつながってい
ることを想像し、ＳＤＧｓを自分の事として取り組むこ
との大切さを説明されました。 


